僕 は 知れば 知る ほど - J の 男に 感心せ ざる を 得な い の 

ひで よし 

である。 感心 するとい つたと ころで、 秀吉 とか、 ナポ 

レオンと かその ほかの 天才に 感心す るのと は異 うので、 

この種の 人物 は 千 百 歳に 一 人 も 出る か 出ない かで ある 

が、 桂 正 作の ごとき は 平凡なる 社会が つねに 産出し う 

る 人物で ある、 また 平凡なる 社会が つねに 要求す る 人 

物で ある。 であるから 桂の ような 人物が 一 人 殖えれば 

それだけ 社会が 幸福な ので ある。 僕の 桂に 感心す るの 

はこの 意味に おいてで ある。 また 僕が 桂 をば 非凡なる 

凡人と 評する の もこの ゆえで ある。 

僕らが まだ 小学校に 通って いる 時分であった。 ある 



人並の こと をしての ける 桂 正 作、 不思議と 出て こない 

ので、 僕ら もし いて は 誘わず、 そのまま また 山に K 登 つ 

てし まった。 

くた みんな ち リぢリ 

騒ぎ 疲 ぶれて 衆人 散々 に 我家へ と 帰り 去り、 僕 は 一 

うち 

人 桂の 宅に 立 寄った。 黙って 二階へ 上が つてみ ると、 

正 作 は 「テ— ブル」 に 向かい 椅子に 腰 を かけて、 了む 

になって 何 か 読んで いる。 

僕 はまず この 「テ— ブル」 と 椅子の ことから 説明し 

ようと 思う。 「テ— ブル」 という は 粗末な 日本 机の 両 

脚の 下に 続 台 をした 品物で、 椅子と は 足 続ぎ の 下に 箱 

を 置いた だけの こと。 けれども 正 作 は まじめで この ェ 



ざし はま だ 夢の 醒めない 人の ようで、 心 はなお 書籍の 

中に あるら しい。 

「おもしろい かね？」 

「ゥ ン、 おもしろい」 

「日本 外 t 史と どっちが おもしろい」 と 僕が 問う や、 桂 

わらい かえ 

は 微笑 を 含んで、 ようやく 我に 復り、 いつもの 元気の 

よい 声で 

「それや ァ このほうが おもしろ いよ。 日本 外史と は 物 

が異 う。 昨夜 僕 は 梅 田 先生の 処 から 借りて きてから 読 

み はじめた けれどお もしろう て 止められない。 僕 は ど 

うしても 一冊 買う の だ」 といって 嬉しく つてた まらな 



「もし 僕が 西 国立 志 編 を 読まな か つ たら どうで あ つ た 

ろう。 僕の 今日 あるの はまった くこの 書のお 蔭 だ」 と。 

けれども 西 国立 志 編 (スマイル スの 自助 論) を 読ん 

だもの は 洋の東西を問わず 幾 百万 人 あるか しれない が、 

桂 正 作の ように、 「余 を 作りし もの はこの 書な り」 と 明 

言し うる 者 ははた して 幾人 あるだろう。 

天が 与えた 才能から いうと 桂 は 中位の 人た るに すぎ 

ない。 学校に おける 成績 も 中等で、 同級生の うち、 彼 

よりも 優れた 少年 はいくら もいた。 また 彼 はかなり の 

腕白 者で、 僕らと いっしょに ずいぶん 一 亡 爛れた もので あ 

きょうと -っ 

る。 それで 学校に おいても 郷党に あっても、 とくに 



いわれ 

その 理由 は、 桂の 父が、 当時 世間の 大 評判であった 田 

中 鶴 吉の小 笠 原 拓殖 事業に ひどく 感服して、 わざ わ 

ざ 書面 を 送って 田 中に 敬意 を 表した ところ、 田 中が ま 

たす ぐ 礼状 を 出して それが 桂の 父に 届いた という 一 件、 

また ある 日 正 作が 僕に 向かい、 今から 何 力 月と かする 

と 蛤 をた くさん ご馳走 するとい うから、 なぜ だと 聞 

くと、 父が 给の 繁殖 事業 を 初め、 種 を 取 寄せて 浜に 下 

ろした から 遠からず、 この 附近 は 給が 非常に 採れる よ 

うになる と 答えた。 まず これらの 事で 家庭の 様子 も 想 

像す る- とがで きる ので ある。 

父の 山気 を 露骨に 受けつ いで、 正 作の 兄 は 十六の 歳 



りかけ ると、 僕の 五六 間 さき を 歩く 少年が ある、 身に 

古ぼけた トン ビを 着て、 手に 古ぼけた 手提 カバン を 

持って、 静かに 坂 を 登りつつ ある、 その 姿が どうも 桂 

正 作 に似てい るので、 

「桂 君 じゃァ ないか」 と 声を掛けた。 後ろ を 振り向い 

はがんい つ しょう 

て 破顔一笑 したの はま さしく 正 作。 立ち止まって 僕 を 

まち 

r 冬期 休 課に なった のか」 

「そうだ 君 はま だ 銀行に 通って るか」 

「ゥ ン、 通って る けれども すこしも おもしろくない」 

「どうして や？」 と 僕 は 驚いて 聞いた。 



はしごだん すす 

狭い 急な 階 子 段 を 登り、 通された 座敷 は 六 畳 敷、 煤け 

た 天井 低く 頭 を 圧し、 畳 も 黒く 壁 も 黒い。 

けれども 黒くない ものが ある。 それ は 書籍。 

桂 ほど 書籍 を 大切に する もの はすくない。 彼 はいか 

ほうてき 

なる 書物で もけ つして 机の 上 や、 座敷の 真中に 放擲す 

るよう な ことな ど はしない。 こういうと 桂 は 書籍ば か 

り を 大切に する よう なれ どかなら ずし もそう でない。 

まわり 

彼 は 身の 周囲の ものす ベ て を 大事に する。 

見る と 机 も かなり りっぱ。 書籍 箱 もさまで 黒くない- 

彼 は その 必要品 を 粗略に する ほど、 東洋 豪傑 風の 美点 

も 悪癖 も 受けて いない。 今の 流行語で いうと、 彼 は 西 



国立 志 編の 感化 を 受けた だけにす こぶる ハイカラ 的で 

ある。 今にして 思う、 僕 は ハイカラの 精神の 我が 桂 正 

こうてん 

作 を 支配した こと を 皇天に 感謝す る。 

机の 上 を 見る と、 教科書 用の 書籍 そのほかが、 例の 

ごとく 整然として 重ねて ある。 その他 周囲の 物す ベて 

が 皆な その 処を 得て、 キ チンと している。 

あんたん うれ 

室の 下等に して 黒く 暗 情なる を 憂うる なかれ、 桂 正 

作 は その 主義と、 その 性情に よって、 すべて これらの 

あんたん 

黒くし て 暗儋た る もの をば 化し て 純潔に し て 高貴、 感 

、- け 、. 

嘆す ベ く 畏敬す ベ きものと なして いるので ある。 

きょうおく 

彼 は 例の ごとくい とも 快活に 胸臆 を 開いて 語った。 



「じつは 金 もで きている の だ。 三十 円ば か り 貯蓄して 

みやげ もの 

いるから、 往復の 旅費と 土産 物と で 二十 円 あったらよ 

かろうと 思う。 三十 円みん な 費つ てし まう と 後で 困る 

からね」 と いうの を 聞いて 僕 は 今 さらながら 彼の 用意 

の ほどに 感じ入った。 彼の 話に よると 二 年 前から すで 

に 帰省の 計画 を 立てて そのつ もりで 貯金した とのこと _ 

どう だ 諸君！ こういう こと はでき やすいよ うで、 

なかなか できない こと だよ。 桂 は 凡人だろう。 けれど 

も その なすこと は 非凡で はない か。 

よろこ 

そこで 僕 もお おいに 歓んで 彼の 帰国 を 送った。 彼 

なげう にしきえ 

は 二 年間の 貯蓄の 三分の 二 を 平気で 擲 つて、 錦絵 を 
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